
は じ め に

認知機能の低下に関わる状態には認知症の発症，

軽度認知障害（mild cognitive impairment：MCI）の

発症，加齢による認知機能の低下状態の 3つがあ

る。認知症は一つの疾患単位ではなく，様々な原因

疾患に起因する状態であり，一般に，一度正常に達

した認知機能が後天的な脳の障害によって持続的に

低下し，意識障害を伴わない状態で日常生活や社会

生活に支障を来すような状態を指す 1）。一方MCI

は，認知機能の低下が年齢相応以上にありながら認

知症の定義に含まれる日常生活上の介護を要さない

状態をいい，MCI を引き起こす進行性の疾患が背

景になければ，認知症へ移行する確率は極めて低い

とされる 1）。認知症やMCI の原因の一つとして加

齢が挙げられるが，病的な変化を伴わなくとも加齢

によって認知機能の低下は起こる。脳における病的

な変化と生理的な変化との間に明確な境はなく，程

度が大きいものが病的な変化とされる。

加齢による脳の生理的な変化の例として大脳の萎

縮がある。しかしながら加齢が要因の場合，病的な

萎縮と異なり層構造・機能自体は保たれ，情報処理

量の低下により発動性の低下，思考の緩慢化が現れ

るものの，認知症ではないと判断される状態とな

る 2）。組織学的には神経細胞の単純萎縮と脱落がみ

られ，シナプスは 60 歳以上になると 20％程度減少

する。その他老人斑の出現・増加，神経原線維変

化，脳動脈硬化とそれに伴う虚血も加齢変化として

認められ，認知機能の低下が生じる 3）。
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これらの変化の中には以下のように酸化ストレス

が関わるものがある 4）。例えば脳虚血などの血管系

の異常は，脳細胞への酸素や栄養の供給を阻害し，

脳に酸化ストレスをもたらす。これはニューロンに

小胞体ストレスを引き起こし，タンパク質の生産過

程において不良タンパク質を作らないようにするシ

ステムに問題を生じさせる。その結果，ニューロン

は正常な働きができなくなり，アポトーシスを誘導

する。また，老人斑は異常タンパク質であるアミロ

イドβが凝集したものであるが，変異タンパク質の

産生も小胞体ストレスを引き起こす。一方で，脳は

酸化ストレス状態となりやすい器官であり，これは

脳にエネルギー需要が高い，酸素消費量が多い，過

酸化しやすい多価不飽和脂肪酸が豊富である，強力

な活性酸素触媒である鉄が多く存在する，抗酸化酵

素の数が相対的に少ないなどの特徴があることによ

る 5）。酸化ストレスは，血漿やミトコンドリア膜な

どの脂質過酸化や，構造タンパク質や酵素タンパク

質，核酸の酸化により，損傷を引き起こす。マウ

ス，ラット，ハトを用いた実験では加齢により脳の

スーパーオキシドは増加したが，SOD活性には変

化がなかったことから，加齢により活性酸素そのも

のが増加することで酸化ストレスが増大すると考え

られている 6）。アミロイドβの蓄積は 40 代から始

まっているとされ，加齢による脳の変化は少しずつ

進むものであることから，生活習慣の管理や食品の

摂取により認知機能の維持および低下を抑制するこ

とが望まれている。

本研究で対象としている熟成にんにくエキスは，

水抽出したニンニク成分を加熱熟成させてエキス化

したものである。ニンニクは熟成によりS-アリル
システイン（SAC）の含有量が増加するが，SAC

は抗酸化活性を有し 7）～ 9），脳血流関門を通過するこ

とが知られている 10）。本エキス自体も抗酸化活性を

有し 11），本エキス含有食品を摂取した試験におい

て，酸化ストレス指標である d-ROMs の減少傾

向 9），および活性酸素種の消去系酵素であるグルタ

チオンペルオキシダーゼ活性の向上が血中でみら

れ，リン脂質の酸化代謝物であるイソプラスタンが

尿中で減少したことから 13），体内の抗酸化活性を高

めることが明らかとなっている。そこで本試験では

認知症は対象とせず，加齢により認知機能が低下し

始めるといわれる 40 歳以上の健常なヒトを対象と

し，本熟成にんにくエキス含有食品が認知機能に与

える影響を調べた。

Ⅰ　対象と方法

1　倫理と試験登録

本研究は研究開始にあたり，女子栄養大学研究倫

理審査委員会で審議され，承認された（承認日：

2022 年 3 月 16 日，承認番号：第 390 号）。試験は

ヘルシンキ宣言を遵守し，人を対象とする医学系研

究に関する倫理指針に従って行われた。試験への参

加に際し，被験者には試験に関する説明を行い，文

書による同意を得た。また，本研究は大学病院医療

情報ネットワークの臨床研究に登録し，実施した

（UMIN 000046973）。

2　対　　象

被験者は本試験の主旨を理解し，同意の得られた

40 ～ 75 歳の健常な男女を対象とした。除外基準

は , ① 試験関連食品にアレルギーを有する者，② 

過度なアルコール常習者ならびに食生活が極度に不

規則な者，③ 試験に影響を及ぼす可能性のある医

薬品，医薬部外品，サプリメント，健康食品等を常

用している者，④ 認知症と判断される者，認知症

により医師による治療，投薬，生活指導を受けてい

る者，過去に受けたことがある者，⑤ 授乳中また

は妊娠中あるいは試験期間中妊娠を希望する者，⑥ 

その他，試験責任医師あるいは試験実施責任者が不

適格であると判断した者とした。被験者目標数は

40 名と設定した。これは認知機能を評価した同様

の試験を参考にした 14）15）。

3　供試食品

供試食品の熟成にんにくエキス量は既報 12）13）16）17）

の 2 倍量とし，当該量での安全性を検証した論

文 18）と同じ試験食とした。試験食は熟成にんにく

エキス，黒蜜，砂糖，黒酢を配合した食品 5 g，プ

表 1　供試食品の成分組成（1食 5 g 当たり）

試 験 食 プラセボ

エネルギー（kcal）
たんぱく質（g）
脂　　質（g）
炭水化物（g）
食塩相当量（g）
S-アリルシステイン（mg）

14.1
0.2
0.0
3.3

0.0034
2.8

14.2
0.0
0.0
3.5

0.0039
0.0

（192）
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ラセボは試験食の配合から熟成にんにくエキスを除

き，食味が類似するように黒蜜，砂糖，黒酢の配合

を調整した食品 5 g とした。熟成にんにくエキス

は，特許 5968729 号の方法で製造した。具体的に

は，ニンニクに水を加え，100℃で数日間加熱し，

固形物をろ過後濃縮することで製造した。表 1に

供試食品の栄養成分を示した。SACは既報 19）に従っ

て分析し，試験食の栄養成分は（一財）日本食品分

析センターに分析を委託した。プラセボについては

各原料の栄養成分値から算出した。

4　試験デザイン

ランダム化二重盲検プラセボ対照並行群間比較試

験にて実施した。試験は 2022 年 4 月から 9 月に

行った。試験開始 1カ月前から被験者募集を行い，

試験参加への同意を得た。事前測定を行い，年齢，

性別を基に層別化し，4人のブロックを作り，置換

ブロック法にて 2群に割り付けた。割付は試験に関

わらない割付責任者が行った。割付責任者が割付表

を封 し，割付表開封時まで密封保管した。これに

より被験者，試験実施者，解析担当者等，試験実施

に関与した者の盲検化を行った。なお，被験者は乱

数表を基に割り当てた 3桁の番号コードで管理し

た。

摂取期間は 12 週間とし，1 日 1 回 5 g の供試食

品を自由に摂取させた。認知機能測定は摂取開始前

と摂取 12 週間後に行った。被験者は認知機能と関

わりのある QOL（生活の質）として活力，気分，

活動に関する日誌を，摂取開始 2週間前から摂取期

間終了までの間，毎日 5段階で記入した。また，摂

取期間中は供試食品の摂取の有無を記録させた。

試験期間中はこれまでの生活，特に睡眠，運動・

労働，食事の状態を大きく変えることを禁止した。

特に認知機能に関わる健康食品，医薬品の摂取は禁

止した。

5　検査項目

主要評価項目は Cognitrax（㈱ヘルス・ソリュー

ション）による認知機能評価スコアとした。

Cognitrax は CNS Vital Signs 社が開発した認知機

能検査を日本向けにデザインした神経認知機能検査

法である 20）。コンピューターを用いて行うものであ

り，学習効果や天井効果が非常に低いとされる。

10 種類のテスト（言語記憶テスト，視覚記憶テス

ト，指たたきテスト，SDC テスト，ストループテ

スト，注意シフトテスト，持続処理テスト，表情認

知テスト，論理思考テスト，4パート持続処理テス

ト）で構成され，テストの種類は組み合わせて使用

することができる。本試験では表情認知テスト以外

の 9 種のテストを実施し，総合記憶力，言語記憶

力，視覚記憶力，認知機能速度，反応時間，総合注

意力，認知柔軟性，処理速度，実行機能，論理思

考，ワーキングメモリー，持続的注意力，単純注意

力，運動速度の実測値を評価した。

QOL については，「活力」については普段より

「疲れた」を 1 点，「元気だった」を 5 点とした。

「気分」については普段より「マイナスの気分（憂

鬱，神経質）」を 1 点，「プラスの気分（楽しかっ

た）」を 5 点とした。「活動」については普段より

「できなかった」を 1点，「できた」を 5点とした。

6　統計解析

供試食品の摂取率が 75％未満の者は解析対象か

ら除外することとした。認知機能検査については，

摂取開始前のデータからの差を算出して供試食品の

摂取による影響を評価し，平均値±標準誤差で示し

た。two-way repeated measures ANOVA で有意差

があった場合，群間の検定は unpaired t-test にて
行った。QOL の調査票に関しては 4週間ごとに集

計をして中央値（第 1四分位点‐第 3四分位点）で

示し，群間の検定をMann-Whitney U-test にて行っ

た。試験群とプラセボ群の群分け結果は，摂取開始

前のデータを用い unpaired t-test または Mann-
Whitney U-test にて解析した。なお，多項目・多時

点での検定について多重性の補正はしなかった。統

計解析には IBM SPSS Statistics 29 を使用した。す

べての検定は両側検定で行い，有意水準は 5％とし

た。

Ⅱ　結　　　果

1　被験者背景

図 1に試験対象者の登録および事前検査から解

析に至る流れを示した。試験参加に同意した 41 ～

73 歳の男女 33 名に事前検査を実施し，割付を行っ

た（試験群 17 名，プラセボ群 16 名）。試験期間中

に自己都合により試験を辞退した被験者が 1名，

COVID-19 による長期体調不良があった者 1名，日

誌に不備があった者 1名を解析対象から除外した。

供試食品の摂取率が 75％未満の者はいなかった。

（193）
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解析対象者の年齢および標準偏差は，試験群 52.7

± 5.7 歳，プラセボ群 54.8 ± 7.8 歳であり，年齢

および摂取開始前の評価項目（表 2，3）に関して，

いずれの項目も群間の偏りはなかった。なお，試験

群の被験者に色覚異常の者が 1名おり，回答に問題

のないテストのみを受けた。

2　認知機能

表 2に Cognitrax による認知機能検査の結果を示

す。視覚記憶力において 12 週間摂取後の群間に有

意な差があり，試験群で高値であった（P ＝
0.046）。Cohen’s d は 0.76 であった。

3　QOL

QOL の結果を表 3に示す。プラセボ群との群間

には，「活力」では摂取 5～ 8 週目において試験群

で高い有意差（P ＝ 0.043）が，9～ 12 週目におい
ては試験群で高い傾向（P ＝ 0.096）がみられた。
「気分」は値が高いほど「楽しい」などのプラスの

気分の状態を表すが，摂取 9～ 12 週目において試

験群で高い傾向（P ＝ 0.079）がみられた。「活動」

は値が高いほど普段の活動がよりできた状態を表す

が，摂取 5 ～ 8 週目に試験群で高い傾向（P ＝
0.094）がみられた。

Ⅲ　考　　　察

本研究では，加齢により認知機能が低下し始める

といわれる 40 歳以上を対象とし，熟成にんにくエ

キス含有食品を 12 週間摂取する試験を行った。そ

の結果，視覚記憶力に群間の有意差がみられ，試験

群で高値となった。この時の Cohen’s d は 0.76 で

あった。2群の平均値の差の検定において，Cohen

の効果の大きさの目安は，0.5 で「効果中」，0.8 で

「効果大」であり 21），供試食品 12 週間摂取後におけ

る視覚記憶力の群間の平均値の差は中程度であっ

た。なお，同様に Cognitrax を用いて供試食品を

12 週間摂取させ視覚記憶力を評価した報告におい

て，有意な群間差があった試験における Cohen’s d

を論文上の値から計算したところ 0.70  22），0.73  23）

であり，本試験と同程度であった。

図 1　被験者の登録および事前検査から解析までの経過
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表 2　認知機能評価項目の摂取開始日からの変化

群 n 摂取開始日 摂取 12 週間後 摂取開始日からの差

総合記憶力
プラセボ群
試　験　群

14
16

97.9
96.5

±
±
1.8
2.2

100.1
99.7

±
±
2.5
2.5

2.2
3.2
±
±
1.5
1.9

言語記憶力
プラセボ群
試　験　群

14
16

50.3
51.6

±
±
1.5
1.1

53.4
52.5

±
±
1.5
1.4

3.1
0.9
±
±
0.9
1.2

視覚記憶力
プラセボ群
試　験　群

14
16

47.6
44.9

±
±
0.9
1.2

46.7
47.2

±
±
1.3
1.3

－ 0.9
2.3
±
±
1.2
0.9 #

認知機能速度
プラセボ群
試　験　群

14
16

178.0
171.4

±
±
4.0
4.8

182.3
176.9

±
±
4.3
4.3

4.3
5.5
±
±
1.8
2.1

反応時間
プラセボ群
試　験　群

14
15

683.5
681.9

±
±
19.1
17.1

680.0
653.1

±
±
16.4
14.7

－ 3.5
－ 28.8

±
±
13.2
12.8

総合注意力
プラセボ群
試　験　群

14
15

5.4
6.1
±
±
1.4
1.2

5.9
5.3
±
±
0.9
1.1

0.5
－ 0.8

±
±
1.5
0.9

認知柔軟性
プラセボ群
試　験　群

14
15

42.9
42.5

±
±
3.1
3.0

43.6
45.5

±
±
2.4
2.7

0.7
2.9
±
±
3.0
2.2

処理速度
プラセボ群
試　験　群

14
16

57.9
57.1

±
±
2.8
2.0

58.9
57.5

±
±
2.8
2.1

0.9
0.4
±
±
1.2
1.5

実行機能
プラセボ群
試　験　群

14
16

43.6
44.1

±
±
3.1
2.8

44.8
46.8

±
±
2.4
2.5

1.2
2.6
±
±
2.9
2.1

論理思考
プラセボ群
試　験　群

14
15

4.9
4.7
±
±
1.6
1.1

6.4
6.5
±
±
1.0
1.0

1.4
1.8
±
±
1.4
1.2

ワーキングメモリー
プラセボ群
試　験　群

14
15

11.7
10.9

±
±
0.8
0.7

10.5
12.0

±
±
1.1
0.9

－ 1.2
1.1
±
±
1.1
1.1

持続的注意力
プラセボ群
試　験　群

14
15

32.8
30.9

±
±
1.2
1.5

30.4
32.7

±
±
1.9
1.4

－ 2.4
1.8
±
±
2.0
1.6

単純注意力
プラセボ群
試　験　群

14
16

39.6
39.7

±
±
0.2
0.2

39.4
39.4

±
±
0.3
0.2

－ 0.2
－ 0.3

±
±
0.4
0.1

運動速度
プラセボ群
試　験　群

14
16

119.5
113.4

±
±
2.0
3.5

122.6
118.5

±
±
2.3
3.1

3.1
5.1
±
±
1.6
1.8

平均値±標準誤差
＃P＜0.05（プラセボ群と比較して有意差あり）

表 3　QOLの変化

群 n 摂 取 前 摂取 1～ 4週目 摂取 5～ 8週目 摂取 9～ 12 週目

活　力
プラセボ群
試　験　群

14
16

2.5（2.0-3.0）
3.0（2.8-3.0）

3.0（2.3-3.0）
3.0（3.0-3.0）

3.0（2.0-3.0）
3.0（3.0-3.0） #

3.0（2.3-3.0）
3.0（3.0-3.0）

気　分
プラセボ群
試　験　群

14
16

3.0（3.0-3.0）
3.0（3.0-3.0）

3.0（3.0-3.0）
3.0（3.0-3.0）

3.0（3.0-3.0）
3.0（3.0-3.0）

3.0（3.0-3.0）
3.0（3.0-3.0）

活　動
プラセボ群
試　験　群

14
16

3.0（3.0-3.0）
3.0（3.0-3.0）

3.0（3.0-3.0）
3.0（3.0-3.0）

3.0（3.0-3.0）
3.0（3.0-3.0）

3.0（3.0-3.0）
3.0（3.0-3.0）

中央値（第 1四分位点‐第 3四分位点）
#P＜0.05（プラセボ群と比較して有意差あり）
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本試験で使用した認知機能検査における視覚記憶

力は，まず図形を覚え，その後表示される図形の中

から覚えた図形を見つけるテストを行うことによ

り，図形の位置，形，向きなどを正確に認識し，一

時的に記憶して，それを後から呼び起こすことがで

きるか，つまり図形や空間的な表現の処理能力を評

価するものである。これは日常においては例えば地

図，人の顔，物の場所，機械の操作ボタンの配置な

どを覚え，その後思い出すといったことに関係する

ため，生活と密着した処理能力といえる。具体的に

は戸締りやガスの元栓を閉めたことを覚えているこ

と，その日訪れた場所へのルートや場所の様子，そ

こで見た内容を人に伝えられること，急に話しかけ

られるなどして中断した作業に戻った際に物の場所

や作業状態を思い出すこと，ホワイトボードの文字

や図を正確に書き写すことなどがこの能力に関わ

る。

記憶は情報の取り込みから再生までの保持時間を

基に，数十秒後までを即時記憶，数分から数十日を

近時記憶，数カ月から数十年にわたり何度も繰り返

し思い出すような記憶を遠隔記憶と，3種類に分類

される 24）。本検査の視覚記憶力は，図形を覚えた直

後と，すべての検査の最後に再度繰り返す方法で評

価されるため，この記憶は近時記憶に分類される。

近時記憶は新しい情報の獲得いわゆる学習能力に相

当し，即時記憶とは異なり一旦脳裡から消えて再び

想起される。また記憶内容による分類では，この試

験内容は陳述記憶に分類される。陳述記憶は記憶内

容が言語化やイメージ化が可能な記憶とされる 24）。

学習・記憶は，高次感覚連合野からの感覚情報を

嗅周野が受け取り，様々な嗅内野を介して海馬に供

給する一方で，海馬や嗅内野からの信号は逆行性に

嗅周野に伝達されることで行われる 25）。このうち視

覚記憶に関しては，視対象の認知に関与している側

頭連合野からの新皮質入力は嗅周皮質で強く，空間

の認知に関与している頭頂連合野や前頭連合野から

の新皮質入力は後部海馬傍回で強い 26）27）。嗅周皮質

の 36 野ニューロンの神経活動の一部は，図形を見

たときには視覚連合野である下側頭皮質のTE野の

浅層と協調的に働いて図形を認知し，図形を想起す

る際にはTE野の深層と協調的に働くため，この神

経回路の切り替えがうまくいかないと正しく図形を

思い出すことができない 28）。以上から，これらの脳

の部位の働きが加齢等により低下すると学習・記

憶・想起が正しく行われないことが考えられる。

図の種類の認知については，下側頭皮質のニュー

ロンの多くに，それぞれ特有な刺激偏好性があるこ

とにより行われる 29）。例えば，TE野には色のつい

た複雑な図形を好む領域とそうでない領域があ

る 30）。1 視覚性対象に特異的に応答するニューロン

も約 5～ 10％存在し，あるニューロンは「＋」の

図形に特異的に応答する 29）。このニューロンは，

「＋」の大きさ，明るさ，色を変えた場合には同様

に応答するが，他の図形（△，〇，□）や「＋」の

構成要素である「─（横棒）」や「│（縦棒）」には

応答しない。この種のニューロンは類似図形であ

る，「×（回転図形）」，「 ， （部分図形）」，図地

明暗逆転図形に対してもほぼ同様に応答するのに対

し，非応答性図形の類似図形には全く応答しない。

一方，基本図形の部分図形や類似図形にはほとんど

応答性を示さないニューロン，図形の大きさによっ

て反応の大きさが変わるニューロンなどもある。こ

れらのニューロンの働きが総合されて視覚的認知は

行われるため，ある種のニューロンの働きの低下

は，視覚認知の精度の低下を引き起こすと考えられ

る。

本研究に用いた熟成にんにくエキスに含まれる

SAC は，熟成ニンニク中で最も豊富な有機硫黄化

合物の 1つで，吸収，代謝，体内動態，排泄機構，

バイオアベイラビリティの高さが明らかにされてお

り，生体内でも薬理作用を有する 31）。SAC は抗酸

化活性を有し 7）～ 9），脳血流関門を通過するが 10），

ラットに拘束ストレスを与えると生じる海馬の酸化

的損傷が SAC 摂取により抑制されることが報告さ

れている 32）。また，熟成ニンニク抽出液や SAC が

活性酸素（H2O2）から神経細胞を保護することも示

されている 33）。さらに熟成ニンニク抽出液中の有機

硫黄化合物や SAC がラット海馬ニューロンの生存

を促進させる作用や，SAC が軸索分岐を促進する

作用を持つこと 34），SAC や低温熟成ニンニク抽出

物が初代培養海馬神経細胞の総突起長を伸長させ，

突起数も増加させることなど 35），SAC や熟成ニン

ニクが神経細胞に変化をもたらすことを示す研究も

多い。熟成ニンニク抽出液を老化促進マウスに摂取

させた試験においては，前頭葉の萎縮抑制がみられ

ている 36）。このような作用が認知機能にも影響を与
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えることが考えられ，SAC や熟成ニンニクを用い

た記憶低下の抑制に関与する様々な行動学習試験が

行われている。特に視覚記憶に関しては，低温熟成

ニンニク抽出液や SAC を老齢 SAMP10 マウスに摂

取させた新奇物質探索試験において，加齢に伴う記

憶低下が抑制され，非空間情報の記憶保持能が増強

されたと報告されている 35）。また，熟成ニンニク抽

出液が SAMP8 マウスのMorris 水迷路試験におけ

る学習障害を著明に改善したことから，加齢に伴う

空間記憶の記憶障害を予防する可能性も示唆されて

いる 37）。

一方，脳における神経伝達物質は大部分がグルタ

ミン酸であるが 38），SAC 単独と SAC 以外の成分も

含む熟成ニンニクとでは，シナプスに発現している

グルタミン酸受容体への作用性が異なるという報告

がある 35）。老齢 SAMP10 マウスの海馬では，シナ

プス伝達，記憶制御機構に関わるグルタミン酸受容

体 で あ る NR2B-pY1472，NR2B，GluRa-pS831，

GluR1，およびリン酸化酵素 CaMKⅡ-pT286 のタ

ンパク質発現レベルの低下がみられるが，このマウ

スに低温熟成ニンニク抽出物を摂取させた場合，こ

れらすべての発現低下が抑制された。しかしなが

ら，この試験で用いた低温熟成ニンニク抽出物に含

まれる SACと同量の SACのみを与えた場合には，

GluR1 および CaMKⅡ -pT286 の発現低下だけが有

意に抑制された。この研究 35）では，低温熟成ニン

ニク抽出物摂餌群とそれに含まれる同量の SAC 摂

餌群の学習記憶能が同等であったことから，ニンニ

ク熟成物による認知機能の改善は，主に SAC によ

り GluR1 の発現低下が抑制されることによると結

論づけられているが，熟成ニンニクに含まれる

SAC以外の成分が SACとは異なる受容体のタンパ

ク質の発現低下を抑制するということは，情報伝達

強度に差がある可能性も示す。シナプスに発現して

いるグルタミン酸受容体の量については，後シナプ

ス神経細胞の興奮性を直接決定するためシナプスで

の情報伝達強度に関係し 39），グルタミン酸受容体サ

ブユニットの数については，① NR2B 分子の数は

シナプスの大きさに関わらず一定である，② GluR1

分子はシナプスが大きくなると受容体密度が増大す

る，③ その他のグルタミン酸受容体（NR2A，

NR1，GluR2，GluR3）の数はシナプスの大きさに

比例して数が増える，といった 3つのパターンがあ

るため 40），どのグルタミン酸受容体のサブユニット

の発現低下を抑制させるかは，情報伝達強度に影響

を与える。既報とは異なる行動学習試験や実験条件

でニンニクの熟成物と SAC 単独の認知機能の評価

を比較した場合には，異なる結果が得られる可能性

があり，今後検討を行いたい。

前出の熟成ニンニク抽出液，低温熟成ニンニク抽

出物，本研究の熟成にんにくエキスについては，す

べて異なる製造方法により製造されている。ニンニ

クに含まれる有機硫黄化合物等は，温度や溶媒など

の諸条件により多様な化合物に変化するため，加工

処理方法によって含まれる有機硫黄化合物等は異な

る 41）。各種熟成ニンニク中の主要な機能性成分は

SAC であるとされるが，含まれる有機硫黄化合物

等や割合が異なるということは，上述のように異な

る作用性を示すことが考えられる。

SAC やニンニクの熟成物については，視覚記憶

以外の認知機能に関する動物実験においても，有効

性が示されている 42）43）。本研究では，Cognitrax を

用いた試験により熟成にんにくエキスによる視覚記

憶力の有意な改善がみられたが，他の認知機能評価

法を用いて試験を行い，異なる認知機能への影響や

視覚記憶の中でも特に強く作用を及ぼす条件等を今

後明らかにしたい。

認知機能の低下はQOLも低下させるといわれて

いる 44）。「活力」については，群間の検定において

摂取 5 ～ 8 週目に試験群で高い有意差が，摂取 9

～ 12 週目に試験群で高い傾向があり，試験食の摂

取により認知機能の一部が高まるとともに，QOL

についても向上する可能性が示された。

本研究では，健常な 40 歳以上の男女を被験者と

しており，また供試食の連続摂取という点のみ介入

を行ったため，加齢により低下する認知機能を評価

する試験として，一般化可能性は高いと考える。

しかしながら，健常なヒトを対象としたことで，

認知症など極度に認知機能が低下した被験者が含ま

れない点，また Cognitrax では多種の認知機能を評

価するため，評価項目ごとにみると認知機能がそれ

ほど低下していないヒトも含まれる点に研究の限界

があると考える。そのため，認知機能項目ごとに低

下したヒトを対象としたさらなる研究が必要である

と考える。
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結 論

熟成にんにくエキス含有食品の連続摂取により視

覚記憶力に群間の有意差がみられ，試験群で高値と

なった。本研究では 40 歳以上の健常な男女を対象

者としており，本熟成にんにくエキスが加齢により

低下する認知機能の一部を向上させることが示され

た。
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Abstract

Objectives: This study investigated the effects of foods containing aged garlic extract on 
cognitive function.
Methods: This randomized, double-blind, placebo-controlled parallel study included 33 healthy 
Japanese males and females aged 40 to 75 years. The intake period was 12 weeks. Cognitive 
function was assessed using Cognitrax.
Results: After consuming the test food for 12 weeks, a significant difference was observed in 
visual memory between the groups, with the test group having the highest value.
Conclusions: Foods containing aged garlic extract can improve visual memory.
Trial registration: UMIN-CTR: UMIN000046973
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